
薦原コミュニティバス「コモコモ号」の再編について

現状と課題 利用者の減少（ピーク時の4割）、利便性の低さ（1日2〜4便）
運行経費の増高（燃料費、人件費）、地域からの補助金負担増

対応策
地域共⽣、住⺠⾃治熟度の利点を⽣かしたきめ細やかな地域主体の運行は継続し
つつ、これまでの地域で１つの定時定路線バスから、２つの運行に分ける。

さつき台・・・定時定路線バス その他の集落・・・公共ライドシェア

さつき台・・・定時定路線バス

 交通事業者によるコミュニティバス運行（4条）
※運行協議会から交通事業者へ再委託

 住⺠ニーズの高いスーパー（オークワ、コスモス、
ヤオヒコ等）、駅等を経由する循環ルート

（左図⻩⾊部分）

その他の集落・・・公共ライドシェア

 住⺠ドライバーによる公共ライドシェア（デマンド）
 マイカーもしくは地域づくり委員会所有の車両を使用
 集落間と住⺠ニーズの高いスーパー、駅等とをつなぐ

運行エリア（コモコモ号運行ルート範囲をベース）
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参考資料

運行主体：薦原コミュニティバス運営委員会



運行ルートについて

現行 見直し案

さつき台 薦⽣・八幡・
家野・葛尾

⻄⽥原・
鵜山

便数 月・火・木 ２便
水・金 ４便

月・木 ２便
水 ４便

火 ２便
金 ４便

目的
地

ダイソー・コスモス・木野整形外科・桔梗が
丘郵便局・桔梗が丘駅

運賃 １００円

さつき台 薦⽣・八幡・
家野・葛尾

⻄⽥原・
鵜山

便数 月〜金 ４便 月・水・金
デマンド（予約）運行

目的
地

ダイソー・コスモス・木野整形外科・桔梗が
丘郵便局・桔梗が丘駅・オークワ・ヤオヒ
コ・はしもと総合診療クリニック・かがやき

運賃 ２００円 ５００円

さつき台

八幡

薦生家野

⻄⽥原

葛尾

鵜山

さつき台

八幡

薦生家野

⻄⽥原

葛尾

鵜山



公共ライドシェアについて 薦⽣・八幡・家野・葛尾・鵜山・⻄⽥原住⺠向け

薦⽣家野

葛尾 八幡

スーパー・郵便局・
駅・さつき台等

（コモコモ号の運行
ルート範囲内）

利用者

オペレーター
（予約受付担当）

鵜山 ⻄⽥原

住⺠ドライバー

 集落間、集落からコモコモ号の運行ルート範囲内のスーパー等までドアtoドアで送迎。（集落外はバス停まで送迎）
 登録会員制（年会費1,000円）とし、⾃身で乗り降りができる方が利用可。
 運賃は５００円。運行時間９：３０〜１６：３０。
 予約調整を行うオペレーターを薦原市⺠センターに配置。
 予約は、毎週⽕・⽊の９：００〜１２：００に受付。⼀カ⽉先まで予約可能。
 ドライバーは地域住⺠（時給制で雇用）とし、マイカーもしくは薦原地域づくり委員会所有の車両を使用。
 万が⼀の際は、専用の⾃動車保険を使用し、ドライバー⾃身の⾃動車保険は使わない。



利用者

オペレーター
（予約受付担当）

事務局（薦原市⺠センター）

住⺠ドライバー
③目的地へ移送

④運賃の支払い

公共ライドシェアについて 薦⽣・八幡・家野・葛尾・鵜山・⻄⽥原住⺠向け

運行管理



再編スケジュール

３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ R8
１⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉

再編検討会議
（市・地域・近大

高専）

国補助金
（交通空白解消事業） 申請 採択 実績

報告

事業者サポート
（交通コンサル）

事業
者選
定

実証運行準備・分析・評価・本格運行準備・
他地域への横展開等のサポート

公共交通会議
・運輸局届出

公共
交通
会議

公共
交通
会議

運輸
局届
出

公共
交通
会議

運輸
局届
出

住⺠説明
地域
づく
り総
会

地域説明
（意見聴取）

決定
事項
説明

実証運行
（実施主体・市）
※市から地域運行
協議会へ運行委託

実証運行

本格運行
（実施主体・地域）
※市から地域運行
協議会へ補助金交付

本格
運行

実証運行に向けた協議・準備 実証運行の評価分析、本格運行に向けた協議

補助金事業実施期間


